
ハロウィンのはじまり

か そ う

なんで仮装をするの？

も と も と

かぼちゃのランタンは元々「かぶ」だった！？

もともと あき しゅうかく いわ まつ

　ハロウィンは元々、アイルランドの秋の収穫を祝うお祭りでした。
ひ に ほ ん ぼん せ ん ぞ れい ひとびと おとず ひ

この日は、日本の「お盆」のように、先祖の霊が人々を訪れる日でもあります。

ひ せ ん ぞ れい いっしょ わる あくりょう わる かんが ひとびと

　ハロウィンの日は、先祖の霊と一緒に悪いおばけ（悪霊）もやってきて、悪さをすると考えられていました。そこで人々は、
へんそう な か ま じ ぶ ん か ぞ く まも げんざい ひと おも おも

おばけに変装し、おばけの仲間のふりをすることで、自分や家族を守ろうとしました。現在では、たくさんの人が思い思いの
かっこう たの

格好でハロウィンを楽しんでいます。

もともと つく

　ハロウィンのランタン（ジャック・オー・ランタン）は、アイルランドでは元々かぶで作られていました。ハロウィンがアメリカに
つた さい しゅうかく つく げんざい

伝わった際に、アメリカでたくさん収穫できるかぼちゃで作られるようになりました。現在では、アイルランドでもかぼちゃがハロ

ウィンのシンボルとなっています。

令 和 ４ 年 １ ０ 月 号

青梅市立学校給食センタ ー

がつ くに さだ しょくひん さくげんげっかん がつ にち しょくひん さくげん ひ がつ にち こくれん さだ

　10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」です。また、10月16日は国連が定める
せ か いしょくりょう こころ わす み ら い む と く

「世界食料デー」です。「もったいない」の心を忘れずに、未来に向けてできることから取り組んでみませんか。

こ と ば もの さ い ご たいせつ つか た もの のこ

　「もったいない」という言葉には、物を最後まで大切に使う、食べ物を残
た に ほ ん じ ん むかし たいせつ こころ つ

さず食べるといった、日本人が昔から大切にしてきた心が詰まっています。
きんねん た しょくひん す しょくひん もん

ところが近年、まだ食べることができる食品を捨ててしまう「食品ロス」が問
だい れ い わ ね ん ど やく まん すいけい へい

題となっています。2020（令和２）年度は約522万ｔと推計されており、平
きん に ほ ん じ んひとり あ こ ぶん やく た もの まいにち す

均すると日本人１人当たり、おにぎり１個分（約113g）の食べ物を毎日捨

てていることになります。

うめミルちゃん ウメモー


